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• 農産物の出荷の速達性、定時性が向上し、中京圏・関西圏へ
鮮度のよい農産物の安定供給が可能になり、長野県産農産物
のシェアが拡大

■卸売市場における長野県産農産物の取扱量とシェアの変化

■長野自動車道を利用した長野県産農産物の出荷ルート

品目 生産量(ｔ) 全国順位

野
菜

ぶなしめじ 50,572 1位

えのきだけ 78,111 1位

はくさい 232,500 1位

レタス 197,800 1位

セルリー 13,400 1位

わさび 789 1位

果
物

りんご 127,600 2位

ぶどう 31,700 2位

もも 12,000 3位

長野県の主な農産物

出典：長野県 ２０２１年長野県の園芸畜産

大阪市中央卸売市場 名古屋市中央卸売市場

■農業関係者の声（大阪）

高速道路の拡張により、市
場への到着時間が改善さ
れ、農産物の鮮度維持に
繋がっています。また時間
が読めるようになり、顧客納
品先への時間指定にも対
応できるようになりました。

出典 ：ヒアリング調査（2022年7月）

ヤマヨ運輸

■運送会社の声

出典 ：ヒアリング調査（2022年6月） 10

出典：ヒアリング調査（自治体・農業関係者）（2022年）
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大阪市中央卸売市場

名古屋市中央卸売市場
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出典 ：大阪市中央卸売市場統計

1988年 岡谷IC～安曇野IC間開通

2008年 国際金融危機

1993年 長野自動車道全線開通

高速道路の発達により、市
場への到着時間が改善され、
納品先からの時間指定等の
課題に対応できるようになり
ました。農産物の一層の鮮
度維持により市場価値を高
めることにも繋がっています。

出典 ：ヒアリング調査（2022年7月）

出典 ：名古屋市中央卸売市場統計

しめじのシェアが4.0倍増
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もものシェアが1.8倍増
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31.9%

47.7%
42.9%

54.3%

レタスのシェアが1.1倍増1988年 岡谷IC～安曇野IC間開通

2008年 国際金融危機

1993年 長野自動車道全線開通

長野自動車道の
開通により、定時
性が向上し、納品
先からのタイトな時
間の指定にも、余
裕をもって輸送が
可能になりました。

白菜のシェアが1.3倍増

■農業関係者の声（名古屋）

89.3%


